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大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
大
山
寺
旧

境
内
西
楽
院
等
石
垣
復
旧
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

西
楽
院
は
明
治
８
年
ま
で
大
山
寺
の
本

坊
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
派
な
切
石
積
の

石
垣
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
石
垣
復
旧
で

は
、
度
重
な
る
災
害
な
ど
に
よ
り
傷
ん
だ

石
垣
を
、
調
査
と
並
行
し
て
解
体
と
積
み

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部
に
地
盤
沈

下
や
石
材
の
欠
損
が
あ
り
、
完
全
に
元
通

り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
文
化
財
と
し
て

本
来
の
石
垣
の
姿
を
復
元
し
、
そ
の
記
録

も
残
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
復
旧
工
事
は
11
月
末
ま
で
の
予
定

で
す
。
工
事
の
様
子
は
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

国
史
跡
大
山
寺
旧
境
内
の

石
垣
を
復
旧
中
！

ま
ち
の
た
か
ら
（
44
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」
外
伝 

二

　

今
回
か
ら
、
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
価
値
付
け
し
て
い
る
構
成
文
化
財
や
指

定
等
文
化
財
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

御み
こ
し
ぎ
ょ
う
こ
う

輿
行
幸
（
御み
ゆ
き幸
）

　

平
安
時
代
中
期
の
天
慶
２（
９
３
９
）年
、

平
将
門
が
謀
反
を
起
こ
し
た
と
き
、
大
山

寺
は
朝
廷
の
祈
願
所
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

勅
使
の
命
を
受
け
、
将
門
平
定
の
祈
願
法

要
を
行
う
た
め
に
各
々
の
堂
社
の
本
尊
を

御
輿
に
乗
せ
、
一
か
所
に
集
め
て
法
要
を

行
っ
た
こ
と
が
御
幸
の
始
ま
り
だ
と
伝
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
毎
年
４
月
24
日
の
大

山
さ
ん
の
春
祭
り
の
日
に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
祭
り
の
様
相
は
派
手

に
な
り
、
御
輿
の
数
も
七
社
ま
で
増
え
、

領
内
村
々
に
対
し
て
前
年
か
ら
役
割
を
振

り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。『
大
山
寺
縁
起
』
に

も
登
場
す
る
八
大
竜
王
の
幟
を
先
頭
に
、

面
、
獅
子
、
拍
子
方
、
下
山
明
神
、
霊
像

権
現
の
幟
に
先
払
い
、
鉄
砲
組
、
奉
行
と

３
０
０
人
も
の
人
々
に
守
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
行
列
の
中
心
は
大
山
寺
の
本
尊
で

あ
る
大
智
明
権
現
の
御
輿
で
、
最
も
厳
重

に
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
を
安
全
に
行
う
た
め
、
幕
府

は
鳥
取
藩
に
命
じ
て
50
人
の
士
卒
を
警
固

に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
鳥

取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
『
大
山
寺
博
労
市

図
』
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

中
期
以
降
、
春
祭
り
の
日
に
は
博
労
座
で

牛
馬
市
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

廃
仏
毀
釈
後
、
元
の
大
山
寺
領
内
の
人
々

の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
御
輿
の
数
は
減
り

な
が
ら
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
道
具
の

焼
失
な
ど
で
一
度
途
絶
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
基
の
御
輿
の
修
復
を
経
て
、

昭
和
62
年
に
御
幸
は
復
活
し
、
現
在
は
３

年
に
１
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
な
「
御
輿
行
列
」

　

今
年
の
５
月
20
日
、
大
山
開
山
１
３
０
０

年
の
幕
開
け
と
し
て
、
大
山
寺
で
は
開
創

法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
御
輿
行
列
が
参
道

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
列
は
、
女
性
も
担
ぎ
手
と
な
っ

た
こ
と
、
大
山
寺
と
の
因
縁
が
あ
る
三
徳

山
三
佛
寺
の
御
輿
が
担
が
れ
た
こ
と
が
画

期
的
で
、
こ
の
特
別
な
日
に
御
輿
行
列
が

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

大
神
山
神
社
奥
宮
八
角
御
輿

　

大
神
山
神
社
奥
宮
社
殿
の
中
に
は
、
御

輿
行
幸
の
花
形
で
あ
る
御
輿
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

八
角
造
り
の
大
型
御
輿
で
、
神
輿
高
３
・

18
ｍ
、
担
ぎ
棒
を
含
め
た
全
長
は
５
・
57

ｍ
を
測
り
ま
す
。
寛
政
８
（
１
７
９
６
）

年
の
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
伯
耆
国
日

野
郡
黒
坂
村
の
人
々
に
よ
っ
て
文
化
11

（
１
８
１
４
）
年
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

担
ぎ
棒
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
銘
が
残

り
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
の
国
民
文
化
祭
に
合
わ
せ

て
、
こ
の
御
輿
は
保
存
修
理
を
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
に
あ
る
御
輿
で
は
最
大
で
、
御

幸
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
大
智
明
権
現

の
御
輿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
12

月
２
日
に
大
山
町
指
定
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
文
化
財
室
）▲大神山神社奥宮の八角神輿

▲石垣解体の様子
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